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　1980年 代 初 頭 か ら のCommunicative Approach
（CA）の展開を受けて英語の発音指導は冬の時代を
迎える。そしてEnglish as a Lingua Franca（ELF）と
いう考え方が普及してくる90年代後半にこの問題は
本格的な再検討の時期に入り、前世紀末にLingua 
Franca Core（LFC）という方向性の提案（Jenkins, 
2000）が行われることになる。これ以後、数々の議
論が行われているが、10年を経て漸く登場した包括
的な発音指導の解説と言えるものが本書Walker 
（2010）である。本稿は、この書についての検討を
通じて、日本ではあまり知られていない発音指導へ
のreduced pronunciation syllabus（指導項目削減の
発音指導シラバス）の導入を考える際の参考とする
ことを目的としたい。
　まず、本書は六章構成であり、各章は以下のよう
な概要から成っている。第一章では、LFCの考え方
が出てくる背景が議論されている。次の第二章は、
LFCのcore及びnon-coreの項目についての検討を
行っている。また、第三章では、指導項目を減らす
ため‘不完全な英語を教える’と見られ易いELFの
発想に対する懸念と積極論の両方が議論されている。
第四章は、指導技術及びLFCの立場から指導上必要
な事柄について検討を行っている。第五章は、異な
る言語とLFCとの違いについての解説から成ってお
り、本書に付属のCD録音についても触れている。
最後の第六章は教える為のプランを作る際に検討す
るべき事柄及び評価の基準に関する模索から成って
いる。筆者は本書に対して、待っていた本が漸く出
版されたという印象を持っている。同時に課題も又
明らかになり、この問題が発展途上にあることを示
していると云える。
　第一章は、英語の世界的な普及の規模とスピード
を受けて提起され始めたEnglish as Lingua Franca
（ELF）という考え方及びこの分野のポイントとな
る事柄や術語に関する知識を与えてくれ、英語教師
には有益である。取分け母語（L1）話者が圧倒的
キーワード ： 第二言語／外国語としての英語、リンガ・フランカとしての英語、リンガ・フランカ英語の
中核、指導項目削減の発音指導シラバス、発話を調整する技術
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　本書は、Lingua Franca Core（LFC）の概念が現れてくる背景を議論し、LFC関連の指導項目に
ついての検討を行っている。次に指導項目を減らすことで直面する問題、LFCに対する懸念と積
極論について議論し、指導技術及び必要な事柄について検討を行い、パラダイム・シフトの主張
がなされているといえる。また、異なる言語とLFCとの違いについての解説と付属のCD録音で更
に理解を深めようとしている。最後に教える為のプランを作る際に検討するべき事柄及び評価の
基準に関する模索も行われている。
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ついては、第三章の検討の際に少しであるが触れた
い。他の２種類について、①の立場はGoal 1にどの
訛（accent）を選ぶかに弱点があり、Goal 2は不可、
Goal 3は問題が多いとしている。②の立場はCrystal
（2003）によって提唱されているWorld Standard 
Spoken English（WSSE）を基準（norm）とするもの
であり、話し手が自身のlocal dialectを発展させる
可能性を持つこととinternational intelligibilityが確
保される点を長所としている。しかし、著者は
WSSEの発達過程に米語の影響が大きく出る可能性
からGoal 2との間に、また未だ完全に記述されてい
ない事実からGoal 3との間に一定の問題が生ずると
している。このgoalの問題について音声学者Wells 
（2005）は、aimは学習者が誰と主に話すかによって
決まるとし、更にはクラスの学生は、伝達可能程度
で良い、最高レベルを目指す等の異なるpersonal 
aimを持っていることを指摘している。そしてWells
自身はnative-likeを目指すことを勧めるとしている。
この考えがRPという術語はReceived Pronunciation
ではなく、Reference Pronunciationと読み替えれば
良いという主張の底辺にあるのだろう。
　第二章では、CAの発展の過程で起こった伝達に
貢献する要素という観点からの指導上の優先順位変
更についての検討を行ない、LFCの項目の優位性を認
めている。また、EFLのプランでは分節音素（segmental 
phoneme）か ら 超 分 節 音 素 （suprasegmental 
phoneme）に焦点が移ったが、LFCの観点からは分
節音素に焦点を戻す方が良いとしている。ELF状況
下の伝達では障害を引き起こす要素は文法ではなく
発音であるという研究結果が出ていることに加え、
母語話者はtop-down processing（全体把握から細
部の理解に至る過程）で情報処理することから超分
節音素への依拠が大きくなるが、非母語話者同士の
対話では基本的にbottom-up processing（最小単位
の構成要素の理解から積み上げ、最終的に全体理解
に達する過程）を使うからである。
　このLFCの項目についての基本的な考え方は、
1) individual consonant sounds : all the English 
consonants except /θ/, /ð/, dark /l/, etc.
2) groups of consonants (cluster) : at the beginning 
多数を形成するInner Circle、第二言語（L2）とし
ての話者が主流であるOuter Circle（English as a 
Second Language; ESL）、外国語として学習した英
語(English as a Foreign Language; EFL)を 使 う
Expanding Circleのような英語が使われる環境の基
本的な違いに関する記述は、以後の章で議論される
問題を理解する上での基礎と言える。
　更に、現在日本で行われている英語教育がEFLと
いう考え方に立脚して、Inner Circleの話し手との
伝達を目的とする者に英語を教える為にプランされ
ているということ、及び現実にはOuter Circleを含
む広範な話し手との伝達目的を達成することが求め
られるような事態が出来上がりつつある状況との落
差を埋めることがELFという考え方の背景にあるこ
とが示唆されている。これにより、世界で行われて
いる標準的な英語変種の分析・記述という観点で研
究されてきたEFLの立場からの研究の際には余り表
面に出てこなかったintelligibility（明瞭性）の問題を
中心に多様な英語を包括的に扱い共通項を見つけだ
そうとする視点を持つことが要求される。しかし、
その重要概念である明瞭性も、comprehensibility（分
かりやすさ）、interpretability（解釈の可能性）など
の類似の術語が存在することもあり、相当にあやふ
やな、注意を要する概念であることも指摘して置く
必要がある（Field, 2003）。また、7ページで取り上
げているVOICE（Vienna-Oxford International Corpus 
of English）の文法・語彙の特徴も僅か６項目程度
であり、まだ研究途上であることが分かるが、ELF
の英語変種をinterlanguage（中間言語）と考え、こ
うしたシステムについての議論を深め、共通理解を
得る努力が必要と云える。
　また、本章では発音分野の到達目標（goal）の持
つべき要素として、Goal 1 – mutual intelligibility（話
者相互の理解）；Goal 2 – identity（出自）；Goal 3 – 
teachability（教えることが可能かどうか）を挙げ、
現在教えるべき発音のタイプを決定する際に行われ
ている3種類のgoal設定（①母語話者の標準的アク
セント；②世界標準の発音を設定して用いる；③
ELFの立場からのアプローチ）について検討して
いる。著者の立場は、当然③であり、上記Goal 1-3
のすべての条件を満たすとしているが、その詳細に
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4) Addition of non-core items to the learner’s 
receptive repertoire
5) Addition of a range of L1 English accents to the 
learner’s receptive repertoire
(Jenkins, 2000: 209-211)
このことから、１の段階を超えて発信技術を習得す
るか否かは学習者に任せられており、継続の為には、
話し相手に合わせて自分の発話に一定の変更を加え
る能力としてのaccommodation skillsの習得が必須
であることがわかる。
　こうした考え方に対し、Wellsは、EFL及びEIL 
(English as an International Language; = ELF) 環境
における発音指導は次の点を押えるべきであるとし
ている：
1) to concentrate on the matters that most 
impede intelligibility; while encouraging fluency 
and confidence;
2) not to neglect the need to interact with NSs 
(native speakers; 本井挿入); arguably, we also 
need to educate the NSs;
3) to exploit the findings of contrastive analysis to 
help pinpoint likely araeas of difficulty
（Wells, 2005)
WellsはELFの役割はエスペラント語が負うべきで
あるとする立場にあるが故に仕方のないことである
が、 こ の 考 え 方 の 持 つ ス コー プ 内 に は
accommodation skillsのような実際の言語習得のプ
ロセスの中に見られる現象の検討は入らない。如何
に上手く記述するかに焦点が向かう傾向のある伝統
的音声学研究の限界と云えるだろう。
　第三章は、10の懸念と６つの積極論の検討を行っ
ている。しかし、これは話し手が上記３つのcircle
の間を行き来するような場合と日本のような
Expanding Circle内だけの英語教育の場合とを区別
し、もっと詳細に検討する必要のある問題でもある。
10の懸念は、概略で①教える発音の水準を下げる、
②間違いを認め、教える方向ではないか、③母語話
者の発音の縮約版を教えること、④ELFは変種を
& in the middle of the word, aspiration of word 
initial /p/, /t/, /k/, etc.
3) vowels : long/short contrast, etc.
4) nuclear stress placement : essential
の四領域で明瞭性に関わる間違いを無くすことにあ
る。詳しくは所謂EFL syllabusとLFC即ちELF syllabus 
の違いを示す対照表が本書p.62に載せられているの
で参照して欲しい。現実的な課題としては、１）の
子音で、aspirationが‘unteachable’に近いとされ
ている（Wells, ibid.）ことや２）の母音領域などは学
習者のL1と英語の母音数が大きく違う場合も多い
ことから、更に研究を深め、問題を特定する必要の
ある分野である。但し、LFCの項目では、夫々の音
素の音質は問題にならず、通じる状態であれば母語
訛が認められる。
　Non-coreの扱いに関しては音声特徴の内、EFL環
境での相互理解に影響しないものとして、tone, 
word stress, stress timingを挙げ、これ等項目の学
習の継続は学習者の自由意思であるとされている。
また、阻害要因としてはvowel reduction, schwa, 
weak forms, features of connected speechがある。こ
れ等は母語話者の英語の方が、非母語話者のものよ
りも聞き取り難いと感じる要素であり、聞取り練習
の課題であることが暗示されていると言える。しか
し、筆者はJenkins（2000）でグレー・ゾーンとさ
れているword stressについて、coreの項目とするか
どうか研究する必要があると感じている。第一強勢
が正しければ語頭子音連続に母音が挟まっても理解
され易い傾向があるし、nuclear stressも第一強勢だ
からである。
　上記のnon-coreの習得は、LFCの場合以下の５段
階を通じて行われるとされる（1-3がLFCの段階で
あり、4-5はそれを超えて学ぶ段階ということにな
る）：
1) Addition of core items to the learner’s productive 
repertoire
2) Addition of a range of L2 English accents to the 
learner’s receptive repertoire
3) Addition of accommodation skills.
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であるとして一般化出来るかは今後の研究課題と云
える。日常の切迫した言語使用を伴う状況と教養的
要素の強い言語学習では学習の動機の質が違うから
である。
　教える技術に関しては、mimimal pairs, drills等伝
統的練習方法は否定されていない。しかし、単なる
manipulation drillではなく、問題の音声特徴を含む
単語や文のリストを検討する等の方法を多く取り入
れ、意味にも注意を向けながら学習者がルールに気
付くよう仕向けるタイプの練習を使う傾向にあると
云える。
　最後に、伝達上必須のLFC段階を超え更に高度な
レベルの発音の習得に必要な技術、所謂Jenkinsの
５段階中のaccommodation skillsを身に付ける課題
がある。Inner Circle, Outer Circleに住み比較的容易
に習得可能な状況での取組みでは、accommodation 
skillsを 発 音 分 野 に 限っ た 概 念phonological 
accommodationが重要であり、習得の為には伝統的
なdictationで自分の間違いを意識化し、意味に注意
の 向 く 発 話 を 求 め るcommunication (interaction） 
activityで練習することを通じて、意味の明確化の
作業(negotiation of meaning)を経験するというもの
であることが分かる。
　これに対し、単一母語話者で構成されるクラスを
対象とする場合、accommodationの仕組みが異なり、
母語の訛を保持し、強化する方向に向かう。従って、
これを避ける目的で、学習者の録音をとること、及
び多彩なELFの訛に接触することを推奨している。
詳細はpp. 92-96の記述に譲るが、前者は、録音の準
備段階でテキストを研究・練習し、グループ作業の
録音を通じて相互にコメントし合い、phonological 
accommodationの能力開発を試みるという形を採る。
そして、後者は事前にテキストを読んだ上で複数の
訛の録音を聞き、話し手の出身地域を決める等の方
法で能力開発につなげるというものである。著者は
付属CDの活用やInternet online news等を利用可能
な教材として挙げているが、方法論や教材論に関す
る更なる研究が求められる領域と言える。
　第五章は、ヨーロッパ地域で接触の多い10言語を
母語とする学習者の英語の特徴を分析し、サンプル
として録音を提供している付属CDの中身にも言及
意味するが、相互の理解という概念は共通の基準の
存在を要求し矛盾する、⑤母語話者の発音を無視す
ると学習者は目標となるモデルのない状態になる、
⑥誰も使っていない訛を教えることは出来ない、⑦
ELFの発想を学習者に持ち込むべきでない、⑧悪
い訛は悪い印象を与える、⑨殆どの教師は母語話者
訛を好む、⑩殆どの学習者は母語話者と同じように
発音したいと思っているというものである。
　また積極論は、①学習上の負担軽減、②進歩の自
覚と達成感の増大、③母語訛を少なくするという発
想から、母語訛に英語の訛を追加するという発想へ
の転換、④独自の訛の習得による出自への自信、⑤
学習者の母語を学習の味方として扱う発想、⑥非母
語話者の指導者容認の可能性があるという考え方で
ある。
　これらの問題を考える時、幾つのも価値観が衝突
し、絡まり合い、簡単に結論を出すことを阻むと云
える。教室外でも日常的に英語が使用されている
Outer Circleでは、伝達目的の達成が使命である上、
時間的制約の中で話す為、学習者本人が母語話者の
発音を志向していても、現実には学習者の母語訛の
強い発音で伝達を成功させてしまう場合が往々にし
てある。言語の外装部分の不備には意識が及ばない
為であり、fossilization（化石化）を生み出す仕組み
で も あ る。 し か し、EFL状 況 に あ るExpanding 
Circleでは、教室外英語使用が少なく、教師も学習
者もパラダイム・シフトすることがそれ程容易では
ない可能性がある。そして、これは第六章プランの
項で検討される事柄に直結する問題と云える。
　第四章は、指導方法を検討し、従来の方法論の再
評価をしている。加えて、accommodation skillsの
検討を通じて、ELFへのパラダイム・シフトの困難
さの実態や、指導の際に研究すべき課題も浮かんで
くる。
　まず、raising awareness（意識化）という、謂わ
ばlearner trainingの領域の問題を取り上げている。
英語使用者の数、英語の役割、標準的訛と変種の関
係のような社会言語学的なテーマについて議論して
貰い、学習者にELFの考え方を浸透させる材料を提
供 す る 方 法 で あ る。 し か し、 こ の 種 の 課 題 が
monolingual（単一母語の）クラスの学習者にも有益
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はないことが分かる。この領域ももっと詳細な議論
を積み重ね、内容を豊かにする必要がある。
　最後に評価がある。日本ではテストと評価は不毛
地帯などと言われる程英語教育の中で組織化が遅れ
ているとされるが、ここでもその傾向が見られる。
診断テストや到達度テストは、従来型の音声項目の
チェックの色彩が強く、コース最後の到達度テスト
で は、The International Civil Aviation Authorityの
ICAOスケールのような包括的な評価記述が吟味さ
れている段階である。ここでも広範な議論がなされ、
統一見解を得る必要がある。
　この資料紹介では、紙数の関係もあり、深く検討
できないことが多いが、EFL/LFCという概念が、伝
達の目的で英語を使い続けるという状況の中で行わ
れる英語教育を前提としていることは理解して頂け
たと思う。単なる習い事や教養の為の語学学習とい
う枠組みに留まる限りこの発想は受容されないだろ
うが、譬えELFの立場に立ったとしても、単一の言
語背景を持つ学習者を対象とする日本の英語教育へ
の応用には、まだ多くの課題を解決する必要がある
ことが分かると云える。
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　第六章は実際にLFCを導入する際のプランを作る
時に問題となる事柄に関して議論し、発音の評価に
ついての考え方にも触れている。第一の問題は、所
謂多言語話者の混合したクラスではなく単一母語の
学習者のクラスで、プランの立脚点をEFLに置くか、
ELFにするかという問題である。著者は勿論ELFの
立場にあるが、現実には教育機関を構成する当局者、
保護者、学習者の態度が絡まり合って、母語話者の
英語をモデルとする方向にプッシュが大きく働くこ
とがある。著者はこうした事柄もEFLの立場に対す
る理解が進むにつれて解消して行くと述べているが、
第三章で触れたパラダイム・シフトの問題でもあり、
相当な議論を尽くして方向性を得るべき課題である。
　次の問題は、教える時に項目の提示をどのような
順序で行うのかというsyllabus designの問題である。
著者は、既述のJenkinsによる５段階を踏まえ学習
者のレベルではなく、３つのphaseに分けている。ク
ラスに集まる学習者の到達段階は個々に違っている
からである。各phaseは、目標とLFCの要素である
consonants, clusters, vowels, nuclear stress, 
accommodation skillsの項目とそこで到達すべき事
柄の概要を含むので、詳しいことはpp. 142-143を参
照して欲しい。著者は、６年間の中等教育中に概ね
Phase 1の学習に２年を、次の２年程度をPhase 2に、
希望がある場合最後の２年間をPhase 3の学習に割
くとしている。紙数の関係もあり議論は避けるが、
この領域が最も大切な部分あることから、今後相当
な議論と検討の余地があると云える。
　次の課題として、CAの世界で“発音だけの教材
はもう要らない。他の作業と関連させた教材を！”
と言われ続けてきた問題、他の目的の教材と統合さ
せる必要性が議論されている。これも具体的には触
れないが、取り上げられている例は、meaningful 
exercisesと呼ばれる性質のものであり、決して華や
かなcommunicative practiceが求められている訳で
